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論文の内容の要旨
(自約)
本研究は、教育イノベーションが長期に渡って「定着jし、その理念や意味が学校現場に浸透することが
重要であるという問題意設から、教育イノベーションの定着過程と定着要因を解明することを目的とする。
(対象と方法)
定性的方法と定量的方法を併用する methodologicaltriangulationアプローチを行った。定性的方法では「学
校と地域との連携jにおける 2つの事例校の関係者 12名への面接調査と関係資料の検討、「異校種間の連携J
における小・中・高 3校の教員 8名への面接調査を実施した。定量的方法では、教育イノベーションの実行
困難性、学校組織特性、実行困難性を規定する学校組織特性を明らかにし、さらに実行密難性と教師のリフ
レクションの関連を検討するため、小中学校の教師349名を対象として質問紙調査を実施した。
(結果)
第3章では「学校と地域の連携jについて面接による質的分析を行った。その結果、教育イノベーション
の導入と遂行においては当事者に「教育イノベーションの実行困難性Jが生じること、学校組織の「協働牲j
で意味が共有されると実行困難性が低減されることが明らかになった。第4章 f異校種間の連携jでは教師
個人のリフレクションと組織の役割を事例により検討し、教師のリフレクションは学校組織の協働性により
促進され、教師個人のリフレクションの活性化と組織における意味形成の促進が実行困難性の低減に結びつ
くことが明らかになった。第 5章では教育イノベーションの実行困難性を規定する学校組織特性について調
査を実施し、学校組織の協働性と統制性は、教育イノベーションの実行密難性を低減させ、組織の個業性は
教育イノベーションの実行困難住を増大させることが示された。第6章では教育イノベーションの実行密難
性と教師のリフレクションの関連を検討した。学校組織の協働性と統制j性は教師のリフレクションを促進し、
教師のリフレクションの活性化はの実行菌難性の低減に結び、つくことが示された。
(考察)
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本研究によってイノベーション属性であるイノベーションの複雑性を「教育イノベーションの実行密難性j
概念として取り出し、それを低減させることが定着に結びつくことを定性的・定量的に解明した。これまで
イノベーションの複雑性は理論的に指捕されてきたが、教育イノベーションにおいても教育イノベーション
の実行密難性の低減が定着を促すことが実証された。さらに教育イノベーションの定着には学校組織におけ
る[協働性]と[統制性]の構築、意味の共有が重要であることが示された。また[協働性]と[統制性]
は教師のリフレクションを活性化させることも示された。今後は知見を応用した学校教育への介入と開発研
究、学校教育の変容の関連性の検討が求められる。
審査の結果の要旨
本研究は、教育イノベーションが定着するプロセスと定着を規定する要因について、これまで実証されて
来なかった点を事例検討を通した質的研究により丁寧に解明した点、さらにこれを尺度化し、教育イノベー
ションの定着を規定する要因を量的調査によって解明しようとした点が、この分野における先進的研究であ
るとして高く評備された。
よって、著者は博士(教育学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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